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本
書
の
目
的
は
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
社
会
運
動
の
重
な
り
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
お
よ
び
日
本
人
市
民
の
実
践
の

軌
跡
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
意
義
を
跡
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
戦
後
日
本
」
と
は
何
か
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
激
し
い
空
襲
や
広
島
・
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾
の
投
下
、

そ
し
て
敗
戦
。
焼
け
野
原
と
な
っ
た
国
土
で
、
全
て
を
失
っ
た
中
か
ら
た
く
ま
し
く
立
ち
上
が
り
復
興
を
担
っ
た
人
々
、
民
主
主
義
国

家
と
し
て
の
再
出
発
、
そ
し
て
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
言
わ
し
め
た
高
度
経
済
成
長
の
も
た
ら
す
豊
か
さ
の
実
現
。
荒
廃
か
ら

復
興
へ
と
続
く
「
戦
後
日
本
」
の
物
語
は
紡
が
れ
、
共
有
さ
れ
て
き
た
。

　

で
は
「
戦
後
日
本
」
の
社
会
と
は
、「
日
本
人
」
の
み
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
た
時
空
間
な
の
か
。
そ
う
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、「
戦
後
日
本
」
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
た
の
は
、「
帝
国
日
本
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
対
外
的
な
膨
張
を
続
け
た
近
代
日
本

は
、
朝
鮮
や
台
湾
、
南
洋
諸
島
な
ど
の
「
外
地
」
を
植
民
地
と
し
て
次
々
と
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
や
台

湾
の
出
身
者
、
先
住
民
族
の
ア
イ
ヌ
、
琉
球
民
族
な
ど
、
多
様
な
歴
史
的
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
、「
大
日
本
帝
国
」
の
名
の
下

に
「
臣
民
」
の
範
疇
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
敗
戦
は
、
そ
れ
に
伴
う
領
土
の
再
編
と
、「
日
本
人
」
の
枠
組
み
の
見
直
し
へ
と
繫
が
る
。「
帝
国
日
本
」
が
解
体
さ
れ
る
中

で
、「
日
本
人
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
の
地
域
社
会
で
多
く
の
日
本
人
と
共
に
日
常
を
営
み
、

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
戦
後
日
本
」
を
経
験
し
た
。
だ
が
、
彼
ら
の
存
在
と
、
そ
の
運
命
を
力
ず
く
で
変
え
て
い
っ
た
暴
力

的
な
力
学
は
、「
日
本
人
」
に
よ
る
戦
後
の
国
家
再
建
と
繁
栄
の
物
語
か
ら
い
つ
し
か
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
う
し

た
人
々
の
存
在
に
光
を
当
て
ず
し
て
、「
戦
後
日
本
」
の
歩
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
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そ
こ
で
本
書
は
、
戦
後
日
本
社
会
の
多
様
性
や
重
層
性
を
解
き
ほ
ぐ
す
手
が
か
り
と
し
て
、
在
日
朝
鮮（

1
）人お
よ
び
彼
ら
と
関
わ
っ
た

日
本
人
の
視
点
か
ら
見
て
い
く
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
日
朝
関
係
史
の
研
究
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
を
残
し
て
き
た
在
日
朝
鮮
人
の

「
歴
史
家
」
と
い
う
存
在
に
着
目
す
る
。
言
う
な
れ
ば
在
日
朝
鮮
人
と
は
、
近
代
日
本
の
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
植
民
地
支
配
を
契
機
に

生
ま
れ
た
歴
史
的
存
在
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
歩
み
は
、
植
民
地
解
放
後
も
冷
戦
体
制
下
で
、
日
本
・
韓
国
・
北
朝
鮮
と
い
う
三
つ
の
国

家
の
狭
間
に
置
か
れ
た
一
方
で
、
い
ず
れ
の
国
家
の
「
歴
史
」
に
お
い
て
も
周
縁
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
日
本
社

会
に
生
き
た
在
日
朝
鮮
人
歴
史
家
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
「
歴
史
」
を
描
く
こ
と
は
、
祖
国
の
植
民
地
化
と
過

酷
な
民
族
差
別
を
生
み
出
し
た
過
去
の
告
発
で
あ
り
、
現
在
も
自
分
た
ち
を
不
可
視
な
存
在
へ
押
し
や
ろ
う
と
す
る
社
会
へ
の
抗
い
で

あ
り
、
さ
ら
に
未
来
の
世
代
に
在
日
朝
鮮
人
と
い
う
存
在
の
証
明
と
誇
り
を
繫
ぐ
た
め
の
祈
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
様
々
な
場
面
を

通
じ
て
彼
ら
と
関
わ
り
、
そ
の
問
い
か
け
を
受
け
止
め
、
連
帯
の
声
を
上
げ
た
多
く
の
日
本
人
が
い
た
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
歴
史
を

め
ぐ
る
多
様
な
人
々
の
実
践
―
―
歴
史
実
践
―
―
の
軌
跡
を
通
じ
て
、
日
本
の
戦
後
史
の
新
た
な
一
面
を
描
く
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。

　

と
は
い
え
、
日
本
の
「
戦
後
」
は
長
い
。
在
日
朝
鮮
人
社
会
も
既
に
「
百
年
史
」
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
一
口
に
歴
史
家
と

い
っ
て
も
、
膨
大
な
人
々
の
活
動
や
実
践
を
余
さ
ず
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
本
書
で
は
、
一
人
の
在
日
朝
鮮
人
歴
史

家
を
主
人
公
に
据
え
、
そ
の
活
動
が
精
力
的
に
展
開
し
た
一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
間
軸
を
中
心
に
見
て
い
き
た

い
。
そ
の
歴
史
家
の
名
は
辛シ
ン
・
ギ
ス

基
秀
（
一
九
三
一
～
二
〇
〇
二
）
と
い
う
。

　

人
や
モ
ノ
、
情
報
の
自
由
な
往
来
が
あ
っ
て
初
め
て
国
際
交
流
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
年
当
時
の
日
本
と
朝
鮮
半

島
は
文
字
通
り
の
「
近
く
て
遠
い
国
」
で
あ
っ
た
。
焼
け
野
原
の
「
敗
戦
」
か
ら
三
四
年
。
高
度
経
済
成
長
は
翳
り
、
二
度
に
わ
た
る

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
な
が
ら
も
、
産
業
構
造
の
転
換
や
円
安
ド
ル
高
を
背
景
に
し
た
輸
出
の
増
大
を
受
け
、
日
本
は
後
の
バ
ブ
ル
経

済
に
繋
が
る
安
定
成
長
期
を
迎
え
て
い
た
。
一
方
、
同
時
期
の
韓
国
は
政
治
的
経
済
的
な
動
乱
の
最
中
に
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
の

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
政
権
を
奪
取
し
た
朴パ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

正
煕
大
統
領
は
、
疲
弊
し
た
経
済
の
立
て
直
し
を
目
的
に
、
か
つ
て
韓
国
を
植
民
地
と
し
た

日
本
と
の
国
交
正
常
化
を
強
引
に
推
し
進
め
た
。
一
九
七
二
年
に
は
憲
法
の
停
止
、
国
会
解
散
、
戒
厳
令
の
布
告
を
次
々
と
行
い
、
大

統
領
の
権
限
を
大
幅
に
強
化
す
る
維
新
憲
法
を
公
布
し
た
。
こ
の
「
維
新
体
制
」
下
で
重
化
学
工
業
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
オ
イ
ル
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シ
ョ
ッ
ク
は
そ
う
し
た
経
済
政
策
に
少
な
か
ら
ぬ
打
撃
を
与
え
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
が
著
し
く
悪
化
す
る
中
で
、
政
権
は
国

内
の
思
想
・
言
論
・
表
現
の
自
由
を
制
限
し
、
野
党
政
治
家
を
は
じ
め
、
軍
事
独
裁
政
権
に
反
対
す
る
知
識
人
や
学
生
、
メ
デ
ィ
ア
を

厳
し
く
弾
圧
し
、
多
く
の
犠
牲
を
出
し
た
。
一
九
七
九
年
一
〇
月
二
六
日
に
朴
正
煕
は
側
近
で
あ
る
中
央
情
報
部
部
長
に
暗
殺
さ
れ
、

一
八
年
続
い
た
軍
事
独
裁
政
権
が
終
わ
り
を
告
げ
る
。
た
だ
し
、「
ソ
ウ
ル
の
春
」
を
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
再
び
ク
ー
デ
タ
ー
で
政

権
を
掌
握
し
た
全
チ
ョ
ン
・
ド
フ
ァ
ン

斗
煥
に
よ
り
、
新
た
な
軍
事
独
裁
政
治
が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
年
で
あ
り
、
朴
正
煕
暗
殺
か
ら
遡
る
こ
と
約
八
カ
月
の
一
九
七
九
年
二
月
、
辛
基
秀
が
制
作
し
た
歴
史

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
完
成
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』。
後
述
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
通
信
使
（
以
下
、

通
信
使
）
と
は
、
近
世
の
日
本
と
朝
鮮
半
島
を
往
来
し
た
外
交
使
節
を
指
す
。
辛
基
秀
の
代
表
作
と
な
っ
た
こ
の
映
画
は
、
日
本
各
地

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
文
献
資
料
を
通
じ
、
豊
か
な
国
際
文
化
交
流
の
視
点
か
ら
通
信
使
を
描
い
た
。
わ
ず
か
五
〇
分
ほ
ど
の
カ

ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
な
が
ら
、
三
月
に
大
阪
市
内
で
初
め
て
上
映
さ
れ
、
会
場
に
は
約
六
〇
〇
人
も
の
観
客
が
集
っ
た
。
そ
の
後
も
多
く
の

市
民
の
手
に
よ
っ
て
フ
ィ
ル
ム
は
受
け
渡
さ
れ
、
日
本
各
地
で
上
映
会
が
開
か
れ
て
い
く
。
そ
の
際
、
岐
阜
市
内
で
開
催
さ
れ
た
上
映

会
に
寄
せ
、
地
元
出
身
の
吉
田
欣
一
が
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
を
寄
せ
た
。
吉
田
は
、
六
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
に
も
参

加
し
、『
春
先
の
風
』
な
ど
の
作
品
で
朝
鮮
人
へ
の
共
感
を
描
い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
で
あ
っ
た
。

　
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
と
云
う
歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
接
し
て
、
眼
を
洗
わ
れ
る
よ
う
な
感
銘
を
受
け
た
。

大
垣
市
竹
島
町
に
今
も
残
る
朝
鮮
軕
に
乗
せ
て
い
た
『
朝
鮮
王
』
の
装
束
等
の
『
朝
鮮
通
信
使
』
の
史
跡
を
見
る
に
つ
け
、
そ
れ
は

朝
鮮
と
日
本
と
の
友
好
と
云
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
歴
史
観
に
新
し
い
何
物
か
を
加
え
て
く
れ
た
。
…

　

映
画
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
は
私
に
と
っ
て
、
あ
な
た
に
と
っ
て
、
そ
の
生
き
方
に
何
か
を
加
え
る
も
の
が
あ
ろ
う
と
私

は
信
じ
て
い
る
。�

（
映
像
文
化
協
会
編 

一
九
七
九
：
二
二
六
）

　
「
生
き
方
」
に
関
わ
る
「
歴
史
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。「
韓
国
」
や
「
朝
鮮
」
と
い
う
語
に
対
し
、
多
く
の
日
本
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人
が
ま
だ
戦
前
の
植
民
地
の
記
憶
や
、
あ
る
い
は
韓
国
の
軍
事
独
裁
政
権
か
ら
連
想
す
る
暗
く
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
同

時
期
に
あ
っ
て
、
近
世
の
日
朝
交
流
史
を
謳
う
通
信
使
は
ひ
ど
く
牧
歌
的
な
テ
ー
マ
に
も
思
え
る
。
だ
が
、
こ
の
吉
田
が
寄
せ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
は
、
そ
う
し
た
「
近
く
て
遠
い
」
隣
国
と
の
友
好
を
語
り
つ
つ
、
さ
ら
に
自
身
の
内
面
が
揺
る
が
さ
れ
る
よ
う
な
深
い
感
慨

が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
辛
基
秀
と
は
何
者
で
、
な
ぜ
こ
の
映
画
を
作
っ
た
の
か
。
ど
ん
な
人
々
が
、
な
ぜ
こ
の
映
画

に
関
心
を
寄
せ
、
何
を
観
た
の
か
。
人
々
の
生
き
方
に
「
新
し
い
何
物
か
」
を
も
た
ら
し
た
「
通
信
使
」
と
は
何
な
の
か
。
本
書
の
問

い
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

　

注
（
1
）
本
書
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
と
は
、
日
本
の
韓
国
併
合
を
背
景
に
渡
日
し
た
朝
鮮
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
た
ち
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
引
用

文
中
の
表
記
等
を
除
き
、
韓
国
・
朝
鮮
籍
、
日
本
籍
、
そ
の
他
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
「
在
日
朝
鮮
人
」
と
し
て
表
記
す
る
。
呼
称
と
し
て
は

「
在
日
朝
鮮
人
」「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
」「
在
日
コ
リ
ア
ン
」
な
ど
が
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
在
日
朝
鮮
人
を
世
代
ご
と
に
表
現
す
る

際
に
は
、「
～
世
」
と
表
記
す
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
半
島
全
体
を
地
域
と
し
て
指
す
場
合
は
「
朝
鮮
」
を
使
用
し
、
朝
鮮
由
来
の
言
語
や
文
化
は

「
朝
鮮
語
」「
朝
鮮
文
化
」
な
ど
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
一
九
四
八
年
に
成
立
し
た
「
大
韓
民
国
」
お
よ
び
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
」
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
韓
国
」「
北
朝
鮮
」
と
い
う
略
称
を
用
い
る
。
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